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過密。過槻模　諾嵩謹纂
改善質問から1年　の教室不足など過密，過

大規模化を取り上（操的障害児学校を新設する

よう提案を行ってから丁度一年たちました。

教育長は、提案を受け直ちに学校現場を訪問

し、享の重大きを理解。この欄年間、一貫して、

豊かに学べる特別支援学校を高知市に作ろうと

声を上げ続けてtLlる保護者や教員の皆さんの

運動と、この読会での追及が呼応し、教育長は

「将来を見据えた抜本的な改善、解消の方策に

ついて、具体的な対応策を検討してし－く」との

ぺ「高知県にあける知的障害特別支援学校のあ

り方に関する検討委員会」を県教委は設置、今、

検討が始まってしはす。

輔を併軋自立と霊請託
齢謝輔喧しよう校を。くる会，が結

成されました。会は、高知市Iこ小・中・高等部

のあるl錫名規模の県立の知的障害特別支援

学校を新設し、新設の学校Iこは、教育を保障し、

自立と社会参加に向けて、多様なニーズにこた

えてLlげろよう、寄宿舎を併設するよう求めて

いくとしています。

来三尾馴れ「全国の瀦鳴物と一圧

砕廃れ怖蘭ニケ勿擬成オ）し．
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